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論 文 内 容 の 要 旨
高血圧と副腎髄質機能との関係については現在なお不明な点が多い｡ 著者はこの問題の解明を企図し,
岡本 ･青木により作成された高血圧自然発症ラットを用い, 高血圧の発症前および発症後の各時期につい
て, 可及的に刺激を加えないよう注意を払って屠殺後, 副腎をとり出してその髄質内ノルア ドレナリンを
Couplandらの方法で検出してそれを組織化学的, 組織計測的に研究した｡ またその所見を他の実験的高
血圧 ラットのそれと比較した｡ さらにノルア ドレナリンの代謝について知見を得る目的で, 諸種条件下の
副腎髄質のノルア ドレナリンの変動を上記の検出法を用いて追求して, 次の成績を得た｡
(1) 高血圧自然発症ラットの副腎髄質のノルア ドレナリン貯蔵島の面積は, ノルア ドレナリン検出がは
じめて可能となる生後 6 日目よりすでに正常対照ラットよりやや大で (約1.2倍), 以後目を経るに従
って漸次増加し, 生後18日で約2倍となり, 以後長くこの状態 (2.0ないし2.1倍) を持続した｡ ただ
し生後1年を経ると幾分減少する傾向を示した (対照の約1.9倍)0
(2)腎性高血圧, DCA高血圧および神経性高血圧ラットのノルア ドレナリン貯蔵島の面積は, 発症処
置後から高血圧発症までの期間中には著明な増加を示さず, 高血圧発症由後より漸次増加した｡ この
さい腎性および DCA 高血圧ラットではその面積が対偶の1.6ないし1.7倍以下であり, 神経性 高 血
圧ラットでは1･8倍以下で, すなわちいずれも高血圧自然発症ラットより小, とくに前二者では明ら
かに小であった｡
(3) (a) 回転運動負荷後では高血圧自然発症, 対照ラットともにノルア ドレナリン貯蔵島の面積 は減
少した｡ このさい面積減少度は両ラットとも最初の30秒間が最も大, しかもその面積減少率は前者が
対照より明らかに大であった｡ また運動負荷後休息を与えた後の面積の回復は前者が対照より著しく














2) 副腎髄質のノルア ドレナリンとくに高血圧自然発症ラットのそれは, 運動, 麻酔, 手術および疾病
のさいや死後時間の経過とともに著しく減少し, 一方人体材料ではこれらの諸因子の除去が困難であ
る故に, その副腎髄質のノルア ドレナリンの研究には正確な結果は期待し難い｡ したがってこの方面
の知識は実験的研究に負うところが大きいと考える｡




検出法を行なって詳しい組織化学的研究を行なった｡ その結果, 本動物の副腎髄質では, ノルア ドレナリ
ンの合成が正常対照にくらべて冗遷しており, しかも正常より多量 (約 2 倍量) を含有し, さらにその大
部分は放出されやすい形のもので, 各種の身体環境の変動にさいして容易にしかも多量を放出するもので
あることを明らかにした｡
本研究は本態性高血圧症の発生病理の解明に新しい重要な基挺資料を提供するものであり, 医学博士の
学位論文として価値あるものと認める｡
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